シャヴァンヌ展　水辺のアルカディア
Bunkamuraザ・ミュージアム（東京・渋谷）　　2014.01.02〜03.09
　島根県立美術館（松江市）　　　　　　　　　2014.03.30〜06.16
　「シャヴァンヌ」（1824〜1898）は、19世紀の中頃「ナポレオン３世」によるパリ市の大改革の最中に、公共の建築物が続々と建造され画装飾の依頼が相次いであったため、独自の解釈による理想郷での壁画作品を数多く描いている。
画伯は、壁画以外の絵画においても才能を発揮して当時のフランスを代表する画家と評価され、画風はイタリアのフレスコ画を思わせる落ち着いた色調で、格調が高くて実に穏やかな雰囲気を与えてくれる名作品を制作している。
巨匠は、自然の風景と人物像が調和した独自の作風を作り上げたため、当時、フランスに留学した日本人画家が多数アトリエを訪れたことや、「大原美術館」（岡山県・倉敷市）に作品＜幻想＞が収蔵されていることで名高い。
展覧会は、「シャヴァンヌ」の壁画の縮小版、油彩画、素描作品に加えて、影響を受けた日本画家の作品も含め、その神話世界を展開する日本で初めての待望の貴重な回顧展で、壁画の魅力が十分に引き出されるかが注目されている。
代表作の「水辺のアルカディア」（1885〜87年：写真）は、深い山中の「アルカディア」（ギリシャの一地方の名称）＝架空の桃源郷の夕暮れで、イオニア式のギリシャ建物の前には、建築、彫刻、絵画という造形美術の３分野の化身として描かれた女性がいて、９人の「ミューズ」がその周りに集まっている。
この「ミューズ」は、芸術家に創造の霊感を与える女神であり、現在の博物館や美術館を表す英語の「Museum」の語源となっており、美術館の壁を飾るに相応しいモチーフである。
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